
西

行

試

論

｜
勅
撰
集
に
お
け
る
消
長
を
中
心
に
｜

序

弘
印
刷
〉

古
代
か
ら
近
世
へ
・
：
そ
の
過
渡
期
に
位
置
す
る
中
世
は
、
源
平
の

争
乱
、
南
北
朝
の
争
乱
等
、
幾
多
の
戦
乱
が
繰
り
返
さ
れ
た
時
代
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
大
き
く
揺
る
が
す
出
来
事
が
起
き
た

時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
代
に
、
花
と
月
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
自
ら
の
心
に
素

直
な
詠
風
の
和
歌
を
詠
み
、
多
く
の
人
々
の
心
を
捉
え
た
歌
人
が
い

た
。
鳥
羽
院
の
北
面
の
武
士
か
ら
二
三
歳
で
出
家
し
た
、
俗
名
佐
藤

義
清
、
西
行
で
あ
る
。

西
行
の
魅
力
と
は
・
・
？
私
は
、
歌
人
密
行
と
い
う
観
点
か
ら
、
当

時
の
歌
人
に
と
っ
て
、
お
お
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
勅
撰

集
へ
の
彼
の
所
収
歌
数
を
調
査
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
。
西
行
の
和

歌
。
と
し
て
入
集
し
て
い
る
勅
撰
集
（
千
載
集
j
新
績
古
今
集
）
を
、

各
勅
撰
集
の
成
立
年
で
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勅
撰
集
に
お
け
る
彼

の
所
収
歌
数
の
変
化
を
辿
っ
て
み
る
と
、
西
行
を
評
価
す
る
時
期
と

本

村

育

子

そ
う
で
な
い
時
期
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
勅
撰
集
に
お
け
る
西
行
の
所
収
歌
総
数
の
消

長
を
軸
と
し
て
、
そ
の
他
の
文
学
に
西
行
が
ど
の
よ
う
な
捕
か
れ
方

を
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
を
交
え
な
が
ら
、

中
世
と
い
う
動
乱
期
を
生
き
た
人
々
が
、
，
西
行
。
と
い
う
一
人
の
人

聞
を
通
し
て
語
り
た
か
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
私
な
り
に

考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

-61-

本

詰
酬
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第
一
章
勅
撰
集
に
み
る
西
行
熱
の
消
長
に
つ
い
て

勅
撰
集
に
お
け
る
西
行
の
所
収
歌
総
数
は
、
ど
の
よ
う
な
推
移
を

辿
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

西
行
の
和
歌
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
勅
撰
集
は
、
千
載
和
歌
集
か

ら
新
績
古
今
和
歌
集
ま
で
、
そ
の
数
は
十
五
に
上
る
。
以
下
に
、
勅

撰
集
に
お
け
る
西
行
の
所
収
歌
数
を
示
し
た
も
の
を
（
表
1
）
、
所
収

歌
総
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
を
（
グ
ラ
フ
1
）
と
し
て
示
す
。



〈表 1> 
所 春 夏 秋 生ι

及傷
離
鶴旅 癒

雑 神 経教 賀
雑

総収 別 祇 秋
数歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌

千 載 集 18 1 。1 。2 。1 4 7 1 1 。lノ.. －ー ー・・ー ・b・． ．副.... 』ゅ..

% 1.4 0.7 。0.6 。3.3 。2.2 1.3 2.9 3.1 1.9 。
新古今集 94 6 4 9 7 4 3 5 17 34 3 2 。

fl ・－ .....・..... ・・-. 

% 4.7 3.5 3.7 3.4 4.5 4.0 7.9 5.4 3.8 8.2 4.8 3.2 。
新勅撰集 14 2 。4 2 ｜〆〆

。2 4 。。。｜／ 目＇...........・， a・a

% 1.0 1.5 。2.4 2.5 。0.5 1.1 。。。
線後撰集 13 1 1 3 2 fl 〆

2 2 2 。。。｜〆・ι..‘..・．．．．‘・．．．‘

% 0.9 0.6 1.4 1.4 2.7 3.7 0.5 0.8 。。。
綾古今集 10 。。。。2 。。5 2 1 。。

！〆ーー -- -- ・------- --- .... ・・-・．，’”・ ・－－・・・・－ 園南 a’・ a，司

% 0.5 。。。。2.1 。。1.1 0.5 1.6 。。
績拾遺集 9 2 。1 。

l〆〆ィイ 1 
1 1 1 1 。1 

ー，．‘，，．．‘・‘－ .. --- 圃晶” ・．

% 0.6 1.4 。0.6 。 1.6 0.3 0.4 1.9 1.5 。1.0 
新後撰集 11 3 。3 。fl 1 

。。2 。1 1 fl . ーー ．， ー．，ー．．，．． ．．－ー

% 0.7 1.9 。1.6 。 5.0 。。0.6 。1.0 2.4 
玉葉集 57 6 1 9 5 

l〆｜〆 5 8 22 1 。。
l〆ーー．‘ ..晶・ ．‘・ ..晶晶目晶

% 2.0 2.1 0.6 2.3 2.5 3.5 1.4 2.8 1.4 。。
績千載集 6 。1 。1 。

〆
。。。。4 。
l〆・，，，，－ .. ・・・・・・・・・ 

% 0.3 。0.8 。0.9 。 。。。。3.8 。
績後拾遺集 3 1 。。。1 。。1 。。。。

l〆－ a ・・，．伺・，

% 0.2 0.7 。。。2.2 。。0.3 。。。。
風雅集 12 3 。3 。

l〆〆
。。4 1 1 。ト〆% 0.5 1.0 。1.1 。 。。0.6 1.9 1.6 。

新千載集 4 。。。。2 。。1 1 。。。γ ，．．．‘・．．． ・ 4砕，， F ..ー，－－－－ ー・ 4・・ ．． ー－‘・‘晶晶 a 晶晶..抽”・

% 0.2 。。。。1.9 。。0.2 0.2 。。。
新拾遺集 9 1 。3 1 1 。1 。2 。。。

fl ー． 伺’・ 4・ ・ー・b・＋ー・ b・“・』‘・． “ 

% 0.5 0.5 。1.2 0.8 1.3 。1.2 。0.5 。。。
新後拾遺集 3 。1 1 。

プ
。。。1 。。。。

ー・・ー． ー・・ー． ..・ a，・ー・，

% 0.2 。0.8 0.6 。 。。。0.5 。。。。
新績古今集 3 1 。。。1 。。。1 。。。

グ-...』亭目晶 陣争 a』司， a』.. ..’.... 4・・‘・． ．‘・‘・‘ ・・‘・・ 4・ ー， 一・ ， 

% 0.1 0.5 。。。2.2 。。。0.2 。。。
総 言十 266 27 8 37 18 13 4 15 41 83 8 10 1 1 

．‘. ・．今 一・． ，． ・・・ 4・．． ・4”ーー，・． －・．．．．．．

% 1.0 1.0 0.5 1.1 1.0 2.2 1.6 1.1 0.6 1.3 1.0 0.9 0.1 0.4 
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お総れ 新勅撰集丘三三公1 I I I ｜収
い数以 霊堂号室~I I I ｜歌
ては降勅続拾遺集戸る1 I I I 1 総

長、新撰新後撰集戸W-i I I I 1 に
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制ば和名統後拾遺集区 I I I I I け
童話霊 長千九重~I I I I i負
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第るで首い撰後結七集い今和始撰和た 1 し歌 に
に。西（て和、果%千て和歌め集歌場）、総まつ
衰そ行~は歌次を）手九歌はたに集ムを（数ず
退しの（、集の示と葎四葉、西採以代見グに、て
期て勅 Qーに新しいの首正新行ら降千てラ注所
へ、撰墨田お勅たう時入お古のれ勅載みフ目収

第
一
節

勅撰集における西行和歌の所収歌総数の推移

所収歌数（%）
2 3 

グラフ 1

5 
「／／／／／／／／／／f///J

4 1 

と
む
か
う
：
・
と
い
う
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
か
所
収
歌
総
数
か
ら
見
た
西
行
熱
の
消
長
H

は
、
だ
い

た
い
次
の
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
・
第
一
期
（
上
昇
期
）
：
：
j

i
－
－
千
載
和
歌
集
J
新
古
今
和
歌
集
】

西
行
作
の
和
歌
は
、
千
載
集
以
前
、
調
花
集
に
一
首
、
。
読
人
知

ら
ず
H

で
入
集
し
て
い
る
の
だ
が
、
か
西
行
法
師
。
も
し
く
は
、
か
円
位

法
師
u
と
い
う
名
前
で
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
の
は
、
千
載
集
以

降
で
あ
る
。

西
行
が
没
し
た
の
は
、
一
一
九

O
年
二
月
一
六
日
、
一
一
八
七
年

に
藤
原
俊
成
が
千
載
和
歌
集
を
撰
進
し
て
か
ら
、
二
一

O
一
年
に
後

鳥
羽
院
が
藤
原
定
家
ら
に
新
古
今
和
歌
集
の
撰
進
を
命
じ
る
ま
で
の

間
に
あ
た
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
時
期
は
、
西
行
の
生
前
の
姿
が
、

人
々
の
脳
裏
に
強
く
焼
き
つ
い
て
い
た
時
期
と
も
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
新
古
今
和
歌
集
は
、
※
『
生
得

の
寄
人
』
（
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
）
と
、
西
行
を
高
く
評
価
し
た
後

鳥
羽
院
の
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
九
四
首
入
集
（
四
・
七

%
）
、
と
い
う
新
古
今
集
中
第
一
位
と
い
う
結
果
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
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｛
・
第
二
期
（
低
迷
期
）
j

i
－
－
：
：
新
勅
撰
和
歌
集
J
新
後
撰
和
歌
集
】

こ
の
時
期
は
、
北
条
氏
に
よ
る
執
権
政
治
が
確
立
し
、
そ
の
後
元



冠
、
そ
し
て
鎌
倉
幕
府
の
衰
退
：
・
と
日
本
史
上
初
の
武
家
政
権
が
大

き
く
揺
れ
た
と
き
で
あ
る
。
新
古
今
集
に
お
い
て
後
鳥
羽
院
に
支
持

さ
れ
た
西
行
の
和
歌
が
新
勅
撰
集
J
新
後
撰
集
聞
に
あ
ま
り
採
ら
れ

ず
、
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
感
じ
を
受
け
る
の
は
、
西
行
の
支
持
者
で

あ
っ
た
後
鳥
羽
院
が
二
ゴ
二
年
に
承
久
の
乱
を
起
こ
し
、
隠
岐
に

配
流
に
な
っ
た
こ
と
が
、
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

【
・
第
三
期
（
復
活
期
）
：

j
i－
－
－
玉
葉
和
歌
集
】

二
条
家
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
西
行
の
和
歌
が
、
京

極
家
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
勅
撰
集
入
り
し
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の

玉
葉
和
歌
集
は
、
撰
者
を
め
ぐ
り
、
二
条
家
の
為
世
と
の
聞
に
激
し

い
論
争
が
行
わ
れ
た
だ
け
に
、
こ
の
勅
撰
集
に
西
行
の
和
歌
が
多
く

採
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
撰
者
の
心
の
中
に
、
西
行
の
和
歌
と
共

鳴
す
る
部
分
が
多
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

【
・
第
四
期
（
衰
退
期
）
－
j

i
－
－
績
千
載
和
歌
集
J
新
績
古
今
和
歌
集
】

こ
の
時
期
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
、
室
町
幕
府
の
確
立
期
に
あ
た

り
、
一
四

O
四
年
に
は
勘
合
貿
易
が
始
ま
る
な
ど
、
日
本
が
内
外
と

も
に
大
き
く
発
展
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時

の
勅
撰
集
に
お
け
る
西
行
の
所
収
歌
総
数
は
、
新
拾
遺
集
に
お
い
て

一
時
的
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
も
の
の
、
次
第
に
下
降
線
を
辿
っ

て
い
く
。

第
2
節
所
収
歌
総
数
と
部
立
の
関
係
に
つ
い
て

勅
撰
集
は
、
部
立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
西
行
の

和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
各
勅
撰
集
と
部
立
の
関
係
に
着
目
し
、
自

分
な
り
の
考
察

を
試
み
て
み
た
。

勅撰集における西行和歌の所収歌数の推移

所収歌数（%）

3 4 5 6 

グラフ2

9 8 

匝盟国所収歌総数

図函雑歌

7 2 1 

こ
こ
で
は
特
に
、

雑
歌
と
所
収
歌

総
数
の
関
係
に

つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
う
。

4
、
雑
歌
と
所

収
歌
総
数
に
つ

い
て
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（
グ
ラ
フ

2
）

に
も
示
す
通
り
、

雑
歌
は
所
収
歌

総
数
と
ほ
ぼ
同

じ
動
き
を
し
て

い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
西
行

の
勅
撰
集
に
お



け
る
評
価
は
、
雑
歌
に
集
約
さ
れ
て
い
る
：
・
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
雑
歌
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
一
般
に
、
こ
の
部
立

に
属
す
る
和
歌
は
、
例
え
ば
、
「
自
然
に
素
材
を
と
り
上
げ
て
歌
う

場
合
、
季
節
感
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
」
や
、
述
懐
、
無
常
、
釈
教
、

な
ど
の
歌
で
あ
る
と
い
う
。
特
に
後
者
の
歌
は
、
「
作
者
の
個
人
的

感
懐
を
直
接
に
歌
い
出
す
も
の
が
多
い
か
ら
」
（
注
二
雑
歌
に
分

類
す
る
の
だ
と
い
う
。

西
行
の
和
歌
は
、
『
人
間
の
心
と
自
然
の
深
奥
な
も
の
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
に
み
ら
れ
る
実
感
の
世
界
を
歌
と
し
て
詠
ん
で
い
る
』

（
注
二
）
と
い
う
所
に
特
徴
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
所
収
歌
総
数
と
雑
歌
の
関
係
を
考
え
て
み
た

と
き
、
千
載
集
J
新
続
古
今
集
聞
に
お
け
る
一
五
の
勅
撰
集
の
撰
者

達
は
、
西
行
の
和
歌
を
中
心
か
ら
や
や
聞
外
に
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
（
グ
ラ
フ
2
）
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
西
行
の
和
歌
は

新
古
今
集
、
玉
葉
集
以
外
の
勅
撰
集
に
は
、
あ
ま
り
多
く
採
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
両
集
の
う
ち
、
玉
葉
集
は
自
然
観
照
の
歌
で
、
情
趣

性
、
写
実
性
、
感
覚
性
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
お

り
、
西
行
の
和
歌
の
も
つ
歌
風
と
類
似
し
た
部
分
を
持
っ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
末
期
に
成
立
し
た
玉
葉
集
の
上
述
し
た
歌
風
は
、
（
グ
ラ

フ
2
）
の
動
き
と
あ
い
ま
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
最
後
の
輝
き
を
反
映

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

第
二
章

説
話
集
に
み
る
西
行
熱
に
つ
い
て

今
、
第
一
章
と
し
て
勅
撰
集
に
お
け
る
西
行
熱
の
消
長
を
述
べ
て

み
た
。
そ
こ
で
第
二
期
と
第
四
期
に
お
け
る
西
行
熱
が
低
下
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
勅
撰
集
編
纂
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
の
だ
が
、
こ

こ
で
、
［
勅
撰
集
H
H
宮
廷
文
学
］
と
し
た
と
き
、
庶
民
文
学
に
お
け

る
西
行
評
価
は
、
こ
の
時
期
ど
う
だ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
第
二
章
に
お
い
て
は
、
庶
民
文
学
の
代
表
格
と
も
い
え

る
説
話
集
に
着
目
し
、
そ
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
西
行
像
を
も
と
に

説
話
集
の
作
者
が
西
行
を
通
し
て
語
り
た
か
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ

た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
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第
一
節
説
話
集
に
お
け
る
西
行
熱
の
消
長
に
つ
い
て

ま
ず
、
（
グ
ラ
フ

3
）
に
よ
り
、
第
二
期
の
説
話
集
に
お
け
る
西

行
熱
の
消
長
を
見
て
み
る
と
、
西
行
が
説
話
集
に
登
場
し
て
い
る
時

代
は
、
大
体
次
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
第
一
期
（
＝
二

0
年
代
I
一
二
二

0
年
代
）
】

二
二
四
年
J
二
二
五
年
頃
に
成
立
し
た
仏
教
説
話
集
『
発
心

集
』
の
中
に
は
「
西
行
が
女
子
、
出
家
の
事
」
と
郁
芳
門
院
の
侍
良
、



興行とのと迷い酉中りの集進新お ら説二住武
味のし西きしく宜に、間撰 J古い勅れ話つむ蔵
深妻て行、てぷ音お勅に進新今て撰：てがの事の
い子、説初いん向け撰あま勅集は集い収西」野
こや西話期た低カ；る集たで撰撰、にえめ行のに

与問
あ者
ると
。の
関
わ
り

ーコ

て
述

"" ら
れ
て

る
の
は

18 15 

説話数に見る西行熱の消長

12 9 6 

グラフ3

3 
年代

・園田説話数

【
第
二
期
（
一
二
四

0
1
一
二
五

0
年
代
）
】

勅
撰
集
に
お
け
る
西
行
評
価
が
低
迷
し
て
い
る
と
き
、
説
話
集
に

お
い
て
は
『
今
物
語
』
（
一
二
四

O
年
）
、
『
源
平
盛
衰
記
』
（
一
二
四

七
年
）
、
『
西
行
物
ヨ
E
（
一
二
五

O
年
）
、
『
撰
集
抄
』
（
一
二
五

O
年）、

『
十
訓
抄
』
（
一
二
五
二
年
）
、
『
古
今
著
聞
集
』
（
一
二
五
四
年
）

な
ど
、
数
多
く
の
西
行
説
話
が
登
場
し
て
い
る
。
一
見
矛
盾
す
る
こ

の
現
象
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
、
勅
撰
集
と
い
う
い
わ
ば
か
宮
廷
文
学
e

の
中
を
生
き
て
い
た
西
行
が
、
説
話
集
と
い
う
か
庶
民
文
学
u

へ
と
そ

の
存
在
す
る
範
囲
を
広
く
し
た
と
い
う
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

ま
た
、
上
述
し
た
西
行
説
話
の
中
で
も
、
『
西
行
物
語
』
は
、
西

行
に
つ
い
て
の
説
話
を
、
西
行
を
主
人
公
と
す
る
一
つ
の
物
語
に
作

り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
行
説
話
は
、
『
西
行
物
語
』

に
お
い
て
、
一
応
の
完
成
さ
れ
た
形
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
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【
第
三
期
（
一
二
八

0
年
代
）
】

前
時
期
に
お
い
て
説
話
集
に
登
場
し
な
か
っ
た
西
行
が
、
再
び
姿

を
現
し
た
時
期
で
あ
る
。
西
行
説
話
が
登
場
し
て
い
る
の
は
、
仏
教

説
話
集
『
沙
石
集
』
（
一
二
八
三
年
）
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
第
一
章
で
い
う
第
二
期
（
新
勅
撰
集
J
新
後
撰
集
）

に
あ
た
り
、
勅
撰
集
に
お
け
る
西
行
評
価
も
低
迷
し
て
い
る
。



第
二
節
同
一
説
話
の
存
在
に
つ
い
て

第
一
期
J
第
三
期
ま
で
を
見
て
み
る
と
、
西
行
説
話
に
は
、
ど
の

時
期
に
も
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
同
一
説
話
が
存
在
し
て
い
る
。

『
保
元
物
語
』
を
筆
頭
に
語
ら
れ
始
め
た
。
讃
岐
院
の
事
。
は
、
第
二

期
以
降
の
説
話
集
に
繰
り
返
し
登
場
し
て
お
り
、
こ
の
話
は
、
謡
曲

に
も
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
話
は
、
西
行
が
崇
徳
院
の
御
霊
の
眠
る
所
を
訪
れ
、
そ
の
魂

を
慰
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
同
一
説
話
と
し
て
存

在
し
た
の
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
崇
徳
院
と
西
行
と
の
話
が
印

象
深
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
グ
ラ
フ
3
）
に
よ
り
、
説
話
集
に
お
け
る
西
行
熱
の
消
長
を
考

え
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も
勅
撰
集
同
様
、
評
価
さ
れ
る
時
期
と
、
評

価
さ
れ
な
い
時
期
と
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
よ
う
で
あ

る
。
説
話
集
は
、
庶
民
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
も
の
と
い
う
性
格
上
、

時
期
に
よ
る
評
価
の
違
い
は
、
そ
の
ま
ま
説
話
集
の
作
者
が
西
行
を

語
る
必
要
性
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
聞
く
庶
民
の
趣
向
を
も
色
濃
く
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

説
話
集
に
お
け
る
西
行
熱
が
沸
騰
し
た
の
は
、
折
し
も
、
勅
撰
集

に
お
け
る
評
価
が
低
迷
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
『
説
話
的
な
も

の
の
盛
行
し
た
時
代
は
、
総
じ
て
、
一
種
の
秩
序
解
体
期
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。
』
『
秩
序
の
解
体
と
価
値
の
転
換
が
様
々
な
分
野
で
現

象
し
つ
つ
あ
る
時
代
に
は
、
人
々
は
日
常
的
、
惰
性
的
な
生
き
方
に

安
住
し
て
い
ら
れ
ず
、
過
去
の
伝
承
や
現
在
の
伝
聞
の
中
か
ら
、
耳

新
し
く
印
象
的
な
事
実
や
話
題
に
注
目
、
そ
こ
に
生
へ
の
新
た
な
手

が
か
り
の
一
つ
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
』

（
注
三
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
よ
種
の
秩
序
解
体
期
“
と
い
う
混
沌

と
し
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
な
お
さ
ら
、
西
行
説
話
は
、
生

き
る
指
針
を
求
め
つ
つ
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
当
時
の
人
々
の
心

を
、
新
仏
教
の
興
隆
と
あ
い
ま
っ
て
、
し
っ
か
り
と
摘
ん
で
い
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
章
謡
曲
に
み
る
西
行
像
に
つ
い
て

勅
撰
集
の
中
か
ら
西
行
の
和
歌
が
次
第
に
姿
を
消
そ
う
と
す
る
績

千
載
集
J
新
調
古
今
集
聞
の
時
期
、
西
行
は
謡
曲
の
中
に
、
そ
の
姿

を
現
し
は
じ
め
る
。
こ
こ
で
は
、
西
行
が
登
場
す
る
謡
曲
に
お
け
る

描
か
れ
方
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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第
一
節
西
行
が
描
か
れ
て
い
る
謡
曲

西
行
が
描
か
れ
て
い
る
謡
曲
は
、
『
雨
月
』
『
梅
浜
』
『
江
口
』

『
西
行
西
住
』
『
西
行
桜
』
『
西
行
塚
』
『
実
方
』
『
初
瀬
西
行
』

『
人
丸
西
行
』
『
松
山
天
狗
』
『
遊
行
柳
』
『
西
行
物
狂
』
の
十
二

曲
で
あ
る
。
以
下
、
第
二
節
に
お
い
て
謡
曲
に
描
か
れ
た
西
行
に
つ

い
て
、
私
な
り
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。



第
二
節
謡
曲
に
描
か
れ
た
西
行
像

西
行
は
、
十
二
曲
中
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
ワ
キ
（
脇
役
）
と

し
て
登
場
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
、
こ
こ
に
謡
曲
の
作
者
の
工
夫
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
患
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
あ
え
て
物
語
の
中

心
部
分
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
に
西
行
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
は
、
勅
撰

集
に
お
い
て
西
行
の
和
歌
が
雑
歌
に
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

点
と
似
通
っ
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
西
行
が
描
か

れ
て
い
る
謡
曲
の
ほ
と
ん
ど
は
夢
幻
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
腕
曲
的
に

物
事
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
私

は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
謡
曲
の
中
に
お
い
て
、
西
行
は
直
接
で
は

な
く
、
間
接
的
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
（
観
賞
者
）

を
、
第
三
者
の
視
点
か
ら
物
語
の
流
れ
を
掴
み
、
シ
テ
の
動
き
を
よ

り
客
観
的
な
視
点
か
ら
眺
め
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

謡
曲
を
違
っ
た
視
点
か
ら
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
上
述
し
た
謡
曲
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
西
行
説
話
と
、
西

行
の
有
名
な
和
歌
か
ら
題
材
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
能
柄
は
、

夢
幻
能
が
多
い
。
そ
の
せ
い
か
、
一
種
非
現
実
的
な
、
そ
れ
で
い
て
、

王
朝
美
の
世
界
を
も
思
わ
せ
る
雅
ぴ
な
幻
想
の
世
界
が
展
開
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
は
説
話
集
が
、
読
者
の
日
常
生
活
に
近
い
表

現
を
と
っ
て
い
る
の
と
は
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で

あ
る
。
私
は
、
謡
曲
の
作
者
は
、
あ
え
て
夢
幻
能
と
い
う
形
を
取
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
物
語
を
非
現
実
的
な

も
の
と
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
に
柔
か
い
雰
囲
気
を
作
り

出
し
、
説
話
の
世
界
に
は
、
あ
ま
り
自
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、

幽
玄
美
の
世
界
を
醸
し
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の

で
あ
る
。揺

曲

『
江
口
』

『
西
行
桜
』

『
遊
行
柳
』

『
雨
月
』

『
松
山
天
狗
』

『
実
方
』

『
梅
浜
』

『
初
瀬
西
行
』

『
人
丸
西
行
』

『
西
行
塚
』

『
西
行
西
住
』

『
西
行
物
狂
』

名

番
目
、
四
番
目

三
番
目

四
番
目

五
番
目

三
番
目

能

柄
複
式
夢
幻
能

劇
的
夢
幻
能

複
式
夢
幻
能

夢
幻
的
劇
能

劇
的
夢
幻
能

夢
幻
能

作

者

名

-68一

観
阿
弥

世
阿
弥

観
世
小
次
郎

金
春
禅
竹

作
者
不
明

作
者
不
明

作
者
不
明

作
者
不
明

作
者
不
明

作
者
不
明

作
者
不
明

作
者
不
明



〈結

器
削
〉

以
上
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
、
中
世
に
お
け
る
西
行
の
評
価

を
勅
撰
集
に
お
け
る
西
行
熱
の
消
長
を
軸
に
、
本
論
を
展
開
し
て
き

た
わ
け
で
あ
る
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
西
行
は
千
載
和
歌
集
に
一

八
首
採
ら
れ
て
以
来
、
勅
撰
集
に
お
け
る
評
価
は
、
時
期
に
よ
る
浮

沈
は
あ
る
も
の
の
勅
撰
集
最
後
の
新
績
古
今
和
歌
集
ま
で
、
一
首
も

採
ら
れ
て
い
な
い
集
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
勅
撰
集
に
お

け
る
評
価
が
は
じ
め
に
低
下
し
た
と
き
は
、
説
話
集
の
中
に
そ
の
姿

を
留
め
、
和
歌
と
い
う
貴
族
文
学
か
ら
説
話
集
と
い
う
庶
民
文
学
へ

と
そ
の
存
在
す
る
階
層
を
広
め
、
次
に
低
下
し
た
と
き
に
は
和
歌
集
、

説
話
集
な
ど
か
ら
多
く
の
素
材
を
集
め
て
作
ら
れ
て
い
る
謡
曲
の
中

に
登
場
し
、
こ
こ
に
お
い
て
、
西
行
は
幅
広
い
階
層
の
人
々
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
と
い
う
動
乱
期
に
、
西
行
が
決
し
て
忘
れ
去

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
い
ず
れ
か
の
文
学
の
中
に
生
か
さ
れ
て
き

た
の
は
、
お
そ
ら
く
「
願
わ
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
む
・
：
」
と
詠

ん
だ
通
り
に
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
彼
の
死
が
、
多
く
の
人
々

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
西
行
が
登
場
す
る
説
話
集
、
謡
曲
は
、
彼
の
死
後
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
実
際
の
西
行
よ
り
も
作
者
の
意
図
に
よ
っ

て
作
り
変
え
ら
れ
た
西
行
像
と
い
う
感
じ
を
う
け
る
。
特
に
、
物
語

中
に
捕
か
れ
た
武
士
、
僧
侶
、
父
親
、
夫
、
歌
人
な
ど
と
い
う
側
面

は
、
幅
広
い
読
者
層
を
意
識
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

西
行
が
様
々
な
文
学
の
中
に
描
か
れ
は
じ
め
た
の
は
、
中
世
と
い

う
歴
史
的
に
も
混
迷
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
観
を

通
し
て
勅
撰
集
、
説
話
集
、
謡
曲
に
描
か
れ
た
西
行
を
見
る
と
き
、

文
中
に
描
か
れ
た
西
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
作
品
が
成
立
し
た
当

時
の
人
々
の
姿
を
投
影
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
作
者
が
、

読
者
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
一
つ
の
指
針
と
み
な
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。

西
行
評
価
の
時
代
に
よ
る
浮
沈
：
・
そ
れ
は
、
そ
の
時
代
を
生
き
た

人
々
が
追
い
求
め
る
理
想
的
な
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
の
変
容
の
過
程

を
閣
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

作
者
が
、
西
行
を
通
し
て
語
り
た
か
っ
た
も
の
、
そ
れ
は
、
よ
り

良
き
生
き
方
を
模
索
し
続
け
る
、
時
代
の
荒
波
の
中
を
懸
命
に
生
き

る
多
く
の
人
々
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
か
っ
た
か
と
私
は
思
う
。
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